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東北電力株式会社新潟火力発電所納第2号缶は435t/hの自然循環形ボイラであるが,地域の燃料事情を勘

案し,電柵,天然ガスの専焼および混焼として計画されたものであり,天然ガス燃焼が事業用ボイラに採用さ

れた点で,国内でも初めての例である｡また強圧通風方式を採用し,プラント効率の向上および補機動力の減

少を図った点,バーナを自動化して運転員の減少を試みた点など最新の計画が盛り込まれている｡ここにその

計画概要を述べるとともに効率試験の結果の一部を紹介する｡
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1.緒 言

東北電力株式会社新潟火力発電所納第2号缶は,125,000kWの再

熱式タービンと組み合わされるもので,最大連続蒸発量435t/hの

自然循環形ボイラである｡本ボイラには強圧通風方式を採用し,燃

焼方式が重油および天然ガスの専焼および混焼可能となっているこ

と,また最少の運転員によりボイラの起動,停止時などの操作また

は燃料の切換が容易にできるよう,重油バーナ,ガスバーナともに

遠方操作可能とするなど各部に斬新な考慮が払われている｡

本設備は昭和38年10月3日仮使用認可を受け,現在も好調に運

転を続けているが,以下に順を追って,計画および構造の特長につ

き紹介し,あわせて保安装置,保証効率試験結果について述べる｡

2.計 画 概 要

本ボイラの計画仕様を第1表に示す｡主蒸気温度および再熱蒸気

温度はボイラ定格の50%負荷以上に対し一定に調整される｡また

燃料の計画仕様と実績の一例を第2表に示す｡

3.ボイラ構造概要

第1図に本ボイラの側断面図を示す｡すでに国内でも実績の多い

B&W形自然循環ボイラで,重油専焼,天然ガス専焼の強圧通風ボ

イラとして細心の注意が随所に払われている｡

3.1 ド ラ ム

ボイラドラムは,高抗張力鋼(SB-49B SR)製で内径1,524mm,

胴部板厚125mm,全長約15,350mmの全溶接形構造であり,その

特長は

(1)内部に72個のB&Wサイクロン式汽水分離器が設置され

ており,汽水分離の効果を高め,缶水の循環を常に良好に

保つことができる｡

(2)缶水から分離された蒸気は高性能のスタラバにより十分に

乾いた良質蒸気となって取り出される｡

(3)節炭器からの給水はドラム内へ均一に供給され,循環の不

均衡を無くし,またドラムに熱応力が発生するのを防止し

ている｡

(4)サイクロン汽水分離器は個々に主降水管と関連づけて配置

され,ドラム内での缶水の流動にムラを無くし,循環の安

定を図ると同時に熱応力の発生を極力少なくすることによ

り急速起動を可能ならしめている｡

(5)主降水管入口部には渦流防止装置を設け,降水管内への蒸
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84.47

93.87

85.10

94.57

芸志望品芸l芸設b】31･6竺l17･41035,060 18,830

重 油 発 熱 量

天然ガス発熱量

kcal/kg

kcal/Nm3

(高位) (低位)
10,200 9,630

(高位) (低位)
9,700 8,730

基準 空気 温度】 ℃ 12

通 風 二方 式 強 圧 通 風

重 油

天然ガス
バーナ形式,設備数量

B&W Yジェットスチーム･アトマイザ形16組

B&W ス パ
ット

ガ ス バ ー

ナ 16鮭L

第2表 燃

(1)重 油

料

項 目 計 画 値 実続の一例

種 摂 C 重 油

高位発熱量

低位発熱量

比 重

硫 黄 分

水 素 分

(kcal/kg)

(kcal/kg)

(15℃)

(重量%)

(重量%)

10,200

9,630

0.98

1.17(最大3.5)

10.50

10,330

9,691

0.944

2.61

11.64

(2)天 然 ガ ス

項 目 計 画 値 実綴の一例

高位発熱量(kcal/Nm3)

分析値(体積%)

メタンCH4

9,700

88.0

9,920

94.32

エ タ ン C2H6 5.0 3.88

プロパン C3H8 2.0 0,76

COz 4.0 0.23

N2 1.0 0.52

才一ブタ ン 才一C4HlO 0.11

雅一ブタ ン 乃-C4HlO 0.13

∫-ベンタン 才一C5H12 0.04

雅一ペンタン 乃一C5H12 0.02
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第1図 435t/hボイラ側断面図

気の吸込みを防止している｡

また急速起動などの場合の熱応力監視のためのメタル温度計がド

ラム上下の表面に,缶水温度測定用温度計が主降水管取出部に設け

られている｡

ドラムの水位は重要な運転監視項目であるが,本ボイラでは種々

研究の結果,パブコック日立製の二色水面計と日立電子製の工業用

テレビ装置の組合せにより,現場で二色(蒸気=緑,缶水=赤),テ

レビ映像でも二色(蒸気=自,出水=崇)という完全な二色による

監視ができるようになっている｡

3.2 火 炉

B&W裸管式ホッパーボトム形で,外径62.7mmの水冷壁管を

用いたいわゆるタンジュント･ウォール構造である｡重油はもちろ

ん火炎の長い天然ガス専焼時にも完全燃焼が行なわれるように十分

な大きさを有している｡

バーナは火炉前面のみに4段×4列配置されており,重油バーナ

とガスバーナは同軸配置となっている｡火炉のバーナ用開口部の水

冷壁管はスタッドを植え耐火材(PCO)を塗り込んで,管の保護と着

火の安定化を因っている｡

火炉には燃焼状態などを監視するためののぞき窓を各所に配置す

るはもちろん,常時中央制御毒からすべてのバーナの燃焼状態,切

換時などのパージの状況を確認できるよう火炉後面3階床面に炉内

監視用テレビカメラが設置されており,バーナ自動化を確実にして

いる｡

火炉をはじめボイラ全体は上部のスリソグ･ボルトによりつり下

げられており,熱や荷重による伸びはすべて自由に下方へ逃がせる

ようになっている｡火炉のほか接触伝熱部の周壁(ケージ壁)も管

の背面にタイバーを配置し,さらにじょうぶなバックステーを配置

して堅ろうに一体化されている｡断熱材やケーシングなどはこれら

1599

の管またはタイバーに取り付けられているため,炉壁では相互にス

ライドする部分がなくシーリング効果が十分に保たれるので,強圧

通風ボイラとして好都合である｡荷重支持点から水冷壁下端までほ

約40mに及ぶため当然地震に対する考慮が要求されるが,これに

対してはサイスミックタイをボイラと鉄骨との間に配置し,ボイラ

の前後方向および幅方向の振れをj_L二めている｡この場合相対的伸び

差に対してはピソジョイント構造を採用している｡

主降水管は4本あり,その‾卜端は前部と後部の水壁下部管寄りに

直接溶接接合され,側壁へは多数の分配管にて接続し循環に対する

抵抗を極力少なくしている｡

3.3 過 熱 器

ケージ壁部,一次過熱器および二次過熱器の3部分から成ってい

る｡ドラムを出た乾き飽和蒸気はケージ側壁,前壁および後壁を通

り,一次,二次過熱器へと流れ,十分な熱吸収を行なうと同時に管

内流動による圧力降下に対しても考慮が払われている｡

ケージ壁管はオープンピッチ(127および152･4mm)で垂直に配

置されており管にほフィンを溶接し高温のガスから保温材を保護す

ると同時に内部に設置されている一次過熱器とその‾F側の節炭器の

荷重を支持している｡

一次過熱器は2本の管を組み合わせた水平多曲管形であり,2群

に分れていて外径63.5mmの管で構成されている｡

二次過熱器は火炉出口のガス温度の最も高い部分に配置されてお

り,また内部の蒸気温度もかなり高いため重油専焼時に対する考慮

を払い火炉側には蒸気温度の低い部分を配置し,ガス流に対し並行

流配置とし,また最前部も後部水壁のノーズ上に配置して火炎から

の直接熱ふく射を防いでいる｡さらに前部のスペーサについては相

隣る管を密接させて,メタル温度が極端に上昇しないようにしてあ

る｡管は外径50.8mmのものを4本ずつ帯状に屈曲させている｡

二次過熱器管の出口部にほ多数のメタル温度計を取り付けて運転

監視するようにしている｡

一次過熱器と二次過熱器を結ぶ過熱器連絡管は左右各1本あり,

この途中にはそれぞれにスプレー形の過熱器械温器が設置されてお

り蒸気温度調節の一端をになっている｡

3.4 再 熱 器

再熱器は二次過熱器の後方にあf),ガス流に対してはおおむね対

向流配置であり伝熱面積を経済的にしている｡管には外径63･5,

57.Ommなどが使用されている｡

再熱器入口にはスプレー形減温器が設置されているが,これは再

熱蒸気温度調整に対する非常用のためである｡

再熱器管の出口部分にも二次過熱器と同様目的でメタル温度計が

取り付けられている｡

3.5 蒸気温度調整方法

主蒸気および再熱蒸気温度は前述のように重油,天然ガスそれぞ

れの専焼時はもちろん混焼時にもボイラ最大連続負荷の50%以上

にて規定値の541℃を保持するように制御される(実績では両燃料

の場合とも50,000kWまで規定値に保持できた)｡この制御は主と

して節炭器出口ガスの一部を火炉底へ導入するいわゆるガス再循環

方式によっている｡再循環ガス量は再熱蒸気温度からの信号で制御

されるため,過熱器側に対しては主蒸気温度からの信号により減温

器へのスプレー量を制御するようにしている｡

ガス再循環の効果は低温ガスを炉内へ導入して火炉におけるふく

射伝熱を減じ,漸こ接触伝熱部を通るガス量を増すことにより,こ

の部分での熱伝達率を向上させることにあり,これにより過熱域の

割合が.大きい場合でも火炉出口ガス温度を異常に上げる必要がなく

過熱器管の経済性および保守の面から得策である｡
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第2図 重油,天然ガス況焼の場介の再生式空気

予熱器冷端メタ′し温度設定値

3･d 空気予熱器

再生式と蒸気式(二段並行流式)のものを備えている｡蒸気式空

気予熱器は重油専焼時および混焼時の低温腐食対策として設置され

たもので,加熱用蒸気の圧力(温度)ほ再生式空気予熱器の冷端側

メタル温度を重油中の硫黄分含有量によF)所定の値以上に保つよう

自動詞整され,通常は低温再熱蒸気管からの抽汽が使用される｡容

量的には外気温度が-5℃の場合でも冷端側メタル温度を保持でき

るようになっており,逆に外気温度がかなり高い場合には一方のエ

レメントへの供給蒸気を_1Lめてスムーズな運転ができるよう考慮さ

カtている｡

天然ガスには硫黄分がまったく含まれていないのでガス専焼時に

は蒸気式空気予熱器を使用する必要はなく,混焼の場合ほその比率

により弟2図に示すように冷端側メタル温度を設定するようにして

いる｡
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段には耐食性に富むコルテン鋼を使用している∩

3･7 強圧通風ボイラとしての芳慮点

強圧通風ボイラであるのでボイラおよび煙風道の各部の開口部に

対しては,シーリング空気あるいほアスビレーティング空気を供給

できるようにしてあり,またテスト用温度計などの座にもアスビレ

ーティング弓号気用座を設瞑してある｡水冷壁などi･こついては管の背

面には1ノ淵け-シソグ,保温材および外部ケーシングを配置した二

重ケーシング構造を採用し燃焼ガスの漏えいの皆無を別している｡

煙凪通関係についてほ,特に締切用ダンパには特殊構造のタイト

シャツトオフダンパを採用するなどして,什肺運転時の安全性を高

めている〔

4.ボイラ燃焼設備

4･1燃焼装置概要

本ボイラに使用の燃焼装置は主要燃料として,C蚤机 天然ガス

いずれの燃料を使用しても最大連続蒸発量435t/hを発生しうる設

計となっている｡なおこのほか各バーナの点火および起動用として

軽油燃焼装置も装備され,約20%の負荷を受持つ容量を備えてい

る∩垂軌 ガス,軽油の主要系統は第3,4囲および弟5図に示すと

おりで,前壁面に4列4段,合計16個のバーナが取付けられてい

る｡重油とガスには同一のバーナ11を使用し,最下段4本は重油バ

ーナを入れ替えることなしに同一バーナを利用して缶前バルブの切

替えのみで起動用軽油バーナに使用できるようになっている｡特に

本燃焼装熟ま,各バーナの運転を中央操作室からスイッチで自由に

操rr三できる方式である｡点火,着火の確認はテレビにて行ない得る

ほか,炎の紫外線検出方法によるアメリカハネウエル社製のウルト

ラビヂョン式フレームデテクタを各バーナに取り付けている｡それ

によりバーナ位置ならびに点火バーナ,起動バーナ,重油バーナ,

ガスバーナの使用種別を中央操作室にランプ表示される方式となっ

ている｡中央操作室のスイッチーつで点火,ウォームアップ,昇圧,

所内コンプl
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負荷上昇と完全な自動ではないが中央操作宇にて点火バーナ着火確

認をするとともに燃焼空気用バーナレジスタ開の条件で軽油,重油,

ガスなどのバーナが操作でき,停止の場合も停止スイッチのみで,

バーナパージを行なって停止位置に戻る半自動方式の設計となって

いる｡
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4.2 軽油燃焼装置

軽‡仙燃焼装筐引ま点火およびウォーム

アップ用で,第5図にその主要系統を

示すように,ストレージタンクより確

かれた軽油はストレーナ,ポンプを経

て圧力調整され,点火バーナおよび起

動バーナに分岐給油される｡点火バー

ナは第d図に示すような構造で各メー

ンバーナごとに取り付けられ,中操に

てスイッチを点火バーナONに入れれ

ばバーナは,休止引込みの位置からェヤシリンダ作動により炉内に

前進し,同時に点火栓の電弧発生,軽油供給弁が開いて点火されるご

点火によりフレームデテクタが作動し,中操に,ランプ表示され,

運転員はこれを確認,次の起動バーナまたは重油,ガスバーナの操

作を行なうことができる｡消火は中操スイッチをOFFにすれば,

一 9 -
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第9図 重油バーナ容量特性

軽油供給弁閉止と同時に消弧さ才L,チップを清掃後/こ一ナを引込め

る構造となっている｡起動バーナについてもほぼ同様な方式で中操

スイッチONでバーナ本体が前進すると噴霧用空気弁が開き,続い

て軽油供給弁が開いて着火され,フレームデテクタが働いてランプ

表示する｡消火はこの反対で,油弁締めと同時にパージ弁があきパ

ージ完了後バーナ休止位置まで後退休止する｡いずれの場合もバー

ナ前後進はェヤシリンダで行なわれる｡なおマニアルローダにより

中操より,油量の調整が可能である｡バーナ本体の構造ほ第7図に

示すようなYジェット形バーナで,空気噴霧方式である｡空気圧は

6kg/cm2一定で第8図に示すような容量特性を備えている｡噴軍

特性ほ特に良好で噴霧用媒体空気のもつエネルギーを利用して霧化

する方式のものである｡空気量ほ,軽油量の約13%以下で,油圧

5,5kg/cm2 程度以下で十分良好な燃焼を得るよう設計されている｡

ん3 重油燃焼装置

主要系統は弟3図に示すとおりで,ストレージタンクより,スト

レーナ,重油囁燃ポンプを経て圧力が調整され,さちに重油加熱器,

油量調整弁,流量計,遮断弁などの主要機器を経て,各バーナに供

給される｡本系統では特に重油サービスタンクを設置せずストレー

ジタソクより直接ボイラに供給する方式であり,重油ポンプ室をス

トレージタンク近くに設けたため,ボイラ重からの距離が遠いこと,

および冬期の積雪が深いことを考慮して,予熱ポソプは常時逆転ウ

ォーミソグを行ない中央操作室から,ただちに切換運転が可能であ

ることはもちろん,万一常用ポンプトリップの場合にほ予備ポンプ

への自動切替えも可能な構造としてあるっ

なおポンプサクションストレーナについても同じ考え方で前後差

圧が規定値以上に上昇した場合にほ,アラームするとともに自動的

に予備のストレーナに切り替えるようストレーナ入力側に電動三方

弁を取り付けている｡重油/ミーナについてもさきに述べた点火起動

ノミーナと同じく中操重からの運転が可能で,点火バーナ着火確認後,

重油バーナスイッチをONすれば,バーナェヤレゾスタ開の条件で

重油バーナがそう入きれた後,噴幕間蒸気弁が開き,続いて重油ノミ

ーナ供給弁が開となって燃焼に入り,フレームデテクタによって着

火のランプが中央操作室に表示される｡消火の場合ほまず重油供給

弁が締められると,蒸気パージ弁が開き(タイマーを使用して所要

の時間バーナチップが清掃されると),蒸気供給弁が締り,続いてバ

ーナが停止位置までインぺラーとともに引き戻され休止する｡バー

ナ入口バルブ炸にほ,電動式を使用しその開閉ならびにバーナ前後

進ほ,リミットスイッチ作動により確認して次の動作を行なわしめ

る構造となっている【.自動バーナの概略構造は第10図に示すとお

i)で前後進ほ二重式窄気シリンダで行ない下側よりレールでささえ

る構造となっているっ燃焼用空気を送入するェヤレジスタの開閉も

当然中央操作室から行なう方式で,マニアルローダによりコントロ

ールドライブを動かすリンク式の構造で必要な閲歴に自由に調整す

ることも可能である｡バーナ本体は弟7図軽油起動バーナと同一の

ものであるが,噴霧媒体としてほ起動用バーナの空気に代わってコ

ソバータ発生の飽和蒸気を使用するっ容量特性ほ第9図に示すとお

りであるが蒸気圧ほ油圧に対して1kg/cm2程度常に大なるよう差

圧制御を行ない,噴霧に十分な圧力で一定とするような方式として

いる｡この/ミーナほ噴霧特性を良好とするために,特に蒸気のエネ

ルギーを利用する方式で油量に対してわずか10%以下の蒸気量で,

しかも10kg/cm2程度の油圧で十分その特性を発揮でき,一般油圧

式バーナと異なって圧力の低いときに噴射特性がむしろ向上すると

いう特長を備えているっ手動では0.5kg/cm2程度の油圧まで十分

運転可能で自動のまま放置しても1.5kg/cm2程度の低負荷まで十

分安全な燃焼と追従を行なわしめることができる｡

4.4 ガス燃焼装置

天然ガス単独にても専焼可能で,重油,軽油とも混焼できるよう

設計されているっその主要系統を策4図に示す｡ガス会社より供給

された天然ガスほ,減圧弁を経て所要の圧力に調整され,遮断弁お

よび流量調整弁を経て各バーナに供給される｡減圧弁後および流量

調整弁とバーナ供給弁との中間に安全弁を取り付けるとともに,ベ

ント弁を設けて,ガス燃焼休止時,もし供給側にリークがあっても排

出できるよう遮断弁閉にてベント弁開となるようインターロックさ

ー10-
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jtているっバーナ供給弁はこれを二重とし,

1個を三方式として,リークガスを大気放出

せしめて安全を因っているっ本ガスバーナも

垂軽油バーナ同様,中央操作室からも運転可

能であり,フレームの検出も行なって中操に
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表示される｡バーナ形式ほB&Wマルチス

パッド方式で,その取付状態は弟10図に示すとおりである｡その

特長とするところは,バーナスロート齢重油バーナ回りに教本のス

パッドエレメントを配して,各エレメントには小径の穴を多数設け,

バックファイヤを完全に防止するとともに,低いガス圧をもってエ

ヤレジスタで旋回を与えられた空気とよく混合し,完全な燃焼を行

なうことができる構造となっているりなおエレメントに万一故障が

あっても,そのバーナを停lヒすることなく不具合のエレメントのみ

取はずし運転継続可能である｡容量特性カーブは弟】1図に示すと

おりで,5,000mm水柱程度の圧力で100%負荷をとることができ

る｡また手動で170mm水柱の低いガス圧まで瓜､範脚運転可能で,

かつ,ガスの組成すなわち発熱量比重がかなり広範掛こ変わっても,

使用できるよう利用範囲の広い設計となっているっ

4.5 スートブロワ

本装置は,ボイラの稼動率を高安に保持するよう伝熱面に付着せ

るすすを容易に能率良く除去する目的で電気作動乍‡'1動式蒸気噴射

形を採用している｡

取付台数は

一次過熱器用

二次過熱器用

再熱器用

節炭器用

空気予熱器

ラック式スートブロワ

ラック式スートブロワ

ラック式スートブロワ

ラック式スートブロワ

揺動式スートブロワ

4台

4壬ナ

10台

2台

2台

の合計22台で招来必要に応じて,追加取付けできるよう火炉に24

台,二次過熱器に4台,節炭器に2台用の予備座を設けている｡操

作ほ中央操作室のスートブロワ盤のスイッチiこて日動的に順次シー

ナンシヤルに運転されるが,-riう･独にも運転可能であるっ また現場押

ボタソスイッチにても単独運転可能である｡l∫】動の場合のブローイ

ソグ作動は左右2台同時に順次に行ない1サイクルを完了する｡噴

射用蒸気は一次過熱器入口ヘッダより抽出し,所定必要圧力に減圧

使用される｢本装置ほ旅勅式辛気予熱詩語に水洗い装置を付属させる

とともに,ラック式スートブロワに対

してもボイラ休止時,水洗可能のよう

計画し,これを行なう場合には,各階

に装備の水管をつなぎ込みバルブの切

換えを行なって,現場押ボタンスイッ

チにより,スートブロワを起動し,水

洗できる構造としてある｡そのほか,

圧力低下,モータ過負荷,運転超過な

どの場合,ただちにアラーム,ランプ

表示などを行なって,焼損防止保掛こ

は万全を期している｡

5.保 守 関 係

通常の重油専焼ボイラなどにもある

警報項目やインタロックについては紙

面の都合で割愛するが,強圧通風,天

然ガス専焼であるため,また自動バー

ナ方式であるために特に設けられた項

目のうち,おもなものを列記すると次

のようである｡

火炉圧力規定値以上

240mmAq.…
…‥警報

320mmAq‥‥‥…T.D.5秒

MFT動作

天然ガス圧力規定値以下

1,200mmAq…‥...警報

900mmAq‥….…T.D.5秒…

6.5kg/cm2(元圧)…
.ガス遮断弁閉,ガスベント弁開

…..警報
空気流量一燃料流量比率規定値以上 170%……警報

空気液量一燃料流量比率規定値以下 95%‥‥‖警報

フレーム･デテクター全数消化‥‥‥警報(実掛こより将来MFT動

作に組み込む予定)

以上のうち,空気流量一燃料流量比率の警報は可燃限界の最も狭

い天然ガス専焼時を基準に決めてあり,燃焼継続中に万一燃焼不安

定となりいったん消火した後元の状態に復帰すると,末燃ガスによ

り炉内で爆発を起こす危険性があるため,天然ガス専焼時のみなら

ず壇油との混焼時i･こついても考宿されている｡

る.保証効率試験結果

保証効率試験は仮使用認可直後の38年10月に実施された,前述

のように燃料仕様が計酎直と異なっていることなど若干運転仕様が

異なってはいるが舞12図のように各負荷とも保証値を大幅に上回

る好実績をおさめた｡

7.緯 口

以上,東北電力株式会社新潟火力発電所納第2号缶己･こついて,そ

の仕鼠 構造および付属設備の特長につき紹介した｡重油専魔のほ

かに天燃ガスを燃焼するというわれわれとしては未知の問題も多

く,またバーナ自動化の問題など発電所のかたがたと十分に検討し

改造を加えつつ,一｢己満足しうる設備を完成したことは百びにたえ

ないっ

終わりに臨み,種々ご指海を賜わった東北電力株式会社の関係者

のかたがたに深謝申しl二げろ次第であるっ
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匡 新 案 の 紹 介 頚

二重鉄線がし､装ケー ブルの引留装置

この考案は,ケーブルのまわりに二束の鉄線がい装を有するいわ
ゆる二重鉄線がい装ケーブルを,鉱山,炭坑などの立坑に布設する

場合に用いる引留装匿に関する｡

従来知られている引留装置は,鉄線を全部一括し七引き留めるか,

あるいは各層の鉄線を別々に引き留めるかによっていたが,鉄線の

それぞれの素線に,荷重を均等に負荷させることは困難であった｡

この考案は,鉄線の各層に加わる荷重を,均等に分散し調整でき

るようにしたものである｡図面によりこの考案を説明すると,二層

の鉄線2,12を引き留める留金3,13を留金受4,14と押金5,15によ

って支持させるとともに,押金15に形成したねじ7に間隔調整用ナ

ット8を設けて,留金受4の上下の動きを,ナット8の回転により
自在に行なえるようにした｡

この考案によると,留金受4と押金15との間隔ほ一つのナット8

を回すことにより調整できるから,これによって留金3と13に引き

留めてある鉄線2,12の張力を任意に変化させることができ,この

結果確実に,鉄線2,12に均等な荷重を負担させることができる｡さ

らに鉄線2,12に加わる不均衡な負荷に起因する鉄線の断線事故は

皆無となるほか,鉄線の寿命を延長させることができるという特長

がある｡ (斎藤)

高 橋 長一郎
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パ イ プ 型 ク

この考案は,超高電圧送電線路として用いられるパイプタイプケ

ーブルの改良に関する｡

一般に,この種パイプ型ケーブルの布設は,第1図に示すように,
最初防食鋼管製のパイプ1を布設ルートに施設したのち,ケーブル

線心2をパイプ1の一端より引き入れる方法が採用されているた

め,ケーブル線心の引き入れ張力は,線心自体の引張り強度以下で

あること,ケーブル線心の引張り強さは,第2図に示すようにケー

ブル線心2がパイプ1の曲がっている部分4を通過するとき生ず

る,いわゆる横圧Pに十分耐えられるものであることの条件を,満

足させるケーブルが要望される｡

この考案ほ,ケーブル線心2のサイズを大きくすることなく,ま

彪
クク

第1図

＼
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今 井 敏 雄･庄 司 民 良

一 ブ ル 線 路

た供圧Pを増大させることなく,前述の条件を満足させるようにし

たものである｡すなわち,この考案においては,ケーブル線心2の

構圧Pを受けやすい部分の補強層の構成を,特に,スキットワイヤ

の本数を増加させるか,あるいはそのピッチを狭くL,その下側の

補載用銅テープ,真申テープの厚さまたは枚数を増して,他の部分

より横圧に耐えるようにしたものである｡

この考案によると,パイプ1へのケーブル線心2の引き込みは,

ケーブル線心を損傷させることなく行なえるとともに,検圧Pが最

も大きくなりやすいケーブル線心のプーリングアイ側3ほ,横正に

十分耐えられるから,従来よりも長いケーブル線心の引き入れが可

能となり,この種引き込み工事を能率よく行なえる特長がある｡

(斎藤)
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